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１ 研究主題 

 

 

 

 

２ 目指す児童像 

 「学びに向かう力」＝「粘り強さ」と「調整」の２つの側面があることから、目指す児童像も２つの側面から

考えることとした。 

 粘り強さ 調整 

低学年 最後まで問題解決に向かう子 振り返りや解き直しをして自分の考えを見直す子 

中学年 既習事項を活用して問題解決に向かう子 振り返りや解き直しをして自分と友達の考えを比べら

れる子 

高学年 既習事項を活用し、よりよいものを求めて

問題解決に向かう子 

振り返りや解き直しをして、よりよい問題解決の方法を

見出す子 

  

３ 研究仮説 

 

 

 

 

 

 

４ 振り返りの定義 

振り返りとは、一旦立ち止まり、自分の頭の中で考えていることを把握したり調整したりすることをいう。 

４５分の中で常に行われるものであり、以下のような場面が考えられる。 

問題との出会い ・今までの学習と似ているところや違うところはどこか。 

・前の時間や前の学年とのつながりはないか。 

見通し ・既習事項や自分の生活経験で使えることはないか。 

・どのような解決の方法があるか。 

自力解決 ・自分の考えている解決の方法は妥当であるか、方向性はあっているか。 

・上手く解決できない場合はどのような修正が必要なのか。 

・他に使える方法はないか。他の考え方はないか。 

発表検討 ・自分の解決過程はよかったか。 

・自分の考えと友達の考えとの比較の中で、似ているところや違うところはどこか。 

・きまりや約束はあるか。（一般化、規則性など） 

まとめ ・今日の学習で自分が得たことは何か。 

・数学的なよさや価値は何か。（数学的な見方・考え方） 

適用問題 ・今日の学習の内容を理解することができたか。 

・次の学習で新しく考えられそうなことはないか。 

                                      

 都や国の調査から児童の課題を分析し、試行錯誤を伴う振り返り活動を充実されれば、学び

に向かう力が育まれ、確かな学力を身に付けることができるだろう。 

学びに向かう力を育む算数科指導の充実 



 


